
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
差動－シングルエンデッド・ビデオ母線受信装置であって、 出力を
備え、相互コンダクタンスと供給される第１と第２のビデオ入力信号の差に比例するビデ
オ出力信号電流を供給する相互コンダクタンス増幅器と、

ビデオ入力信号をそれぞれのダイオード・スイッチを介して前記相互コンダクタンス
増幅器のそれぞれの入力に結合させる１対のバッファ増幅器と、
前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力をほぼ一定の電圧に調整し且つ前記出力信号電
流を出力信号電圧に変換する出力回路とを含んでいる、前記受信装置。
【請求項２】
前記母線受信 が電源端子を含み、
前記ダイオード・スイッチは、電源が前記電源端子に供給された時に前記差動ビデオ信号
のために閉路を提供し、そうでない時は開路を提供するようにバイアスされる、請求項１
に記載の装置。
【請求項３】
前記出力回路はベース接地増幅器を含み、該ベース接地増幅器は、前記ビデオ出力信号電
流を受け取るために前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力に結合され且つ零入力動作
電流源にも結合される入力を備えると共に、前記ビデオ出力信号電圧を発生するために負
荷に結合される出力を備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項４】
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前記バッファ増幅器の各々は、前記ビデオ入力信号のうちの１つが供給されるベースと、
接地されたコレクタと、前記ダイオード・スイッチのうちの１つおよび負荷抵抗を介して
供給電圧源に結合されるエミッタを有するＰＮＰトランジスタを含んでいる、請求項１に
記載の装置。
【請求項５】
前記相互コンダクタンス増幅器は、それぞれのベース電極が前記第１と第２の差動ビデオ
入力信号を受け取るように結合され、それぞれのエミッタ電極がそれぞれのエミッタ電流
を受け取るように結合され且つ相互コンダクタンス制御抵抗を介して互いに結合されてい
る第１および第２のトランジスタを備え、該第１のトランジスタのコレクタは供給電圧源
に結合され、該第２のトランジスタのコレクタは前記相互コンダクタンス増幅器の出力端
子に結合されている、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
前記相互コンダクタンス増幅器は、前記差動ビデオ入力信号がベース電極に供給される第
１および第２のトランジスタのエミッタ電極間に並列に結合される相互コンダクタンス制
御抵抗と相互コンダクタンス・ピーキング・コンデンサを備え、 各トランジスタのコ
レクタ電極はそれぞれのほぼ等しい一定の電圧を受け取るように結合されている、請求項
１に記載の装置。
【請求項７】

それぞれの差動入力信号を受け取る第１および第２の入力を備え、
且つ前記差動入力信号の差に比例すると共に相互コンダクタンス増幅器内の相互コンダク
タンス制御抵抗の値に反比例する出力電流を発生する出力を備えている前記相互コンダク
タンス増幅器と、
前記第１および第２の差動入力信号をそれぞれ前記相互コンダクタンス増幅器のそれぞれ
の入力に結合させる１対のバッファ増幅器であって、各バッファ増幅器は、関連する入力
バッファ・トランジスタのＶ ber 特性の最大値を超える拡張された正の入力電圧範囲が得
られるように結合されたダイオードを含んでいる前記１対のバッファ増幅器と、
前記相互コンダクタンス増幅器の 出力に結合され、該 増幅器の出
力電圧をほぼ一定値に調整すると共に、負荷抵抗を含み、前記 増幅器
の前記出力電流を該出力電流に比例する出力電圧に変換するための出力回路とから成る、
差動－シングルエンデッド・ビデオ母線受信装置。
【請求項８】
前記出力回路は、前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力電流および供給される零入力
電流を受け取るように結合された入力を備え、且つ負荷抵抗を介して基準電位源に結合さ
れて前記ビデオ出力信号電圧を発生する出力を備えるベース接地増幅器を含んでいる、請
求項７に記載の装置。
【請求項９】
前記出力回路は、前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力信号電流および供給される零
入力バイアス電流を受け取るように結合された入力を備え且つ負荷抵抗を介して基準電位
点に結合された出力を備える電流ミラー増幅器を含んでいる、請求項７に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一般にオーディオ／ビデオ相互接続システムに関し、特に、このようなシステ
ムに使用するのに適する差動ビデオ母線受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
母線向けの二方向性オーディオ／ビデオ相互接続システムはすでに知られており、例えば
、ビデオテープレコーダ、ビデオディスクプレーヤ、テレビのチューナ、ビデオカメラ、
ビデオモニタなどの、コンポーネント・オーディオ／ビデオ装置を相互接続するのに使用
されている。典型的なシステムでは、制御信号、オーディオ信号およびビデオ信号を含ん
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でいる共用母線は、種々の装置間で鎖状（ディジーチェーン状）に接続され、３状態ドラ
イバで駆動されるので母線は、接続されたすべてのオーディオ／ビデオ装置によって、い
わば“共用”される。このようなシステムは、例えば、１９８６年４月８日に付与された
、“分配・切替えコンポーネント・オーディオ／ビデオシステム”という名称の米国特許
第４，５８１，６４５号においてベイヤーズ・ジュニア（Ｂｅｙｅｒｓ　Ｊｒ．）氏によ
り開示されている。
【０００３】
最近、米国電気工業協会（ＥＩＡ）は、テレビジョン装置用のオーデオ、ビデオおよび制
御信号の相互接続の標準化を検討した。検討中の１つの標準では、３状態平衡ライン・ド
ライバで駆動される撚り線対ケーブルを使用する、オーデオとビデオの相互接続が提案さ
れている。複数の装置は“ディジー・チェーン（ｄａｉｓｙ　ｃｈａｉｎ）”方式で母線
に接続される。母線は、最初と最後の装置において１２０オームの負荷で終端され、中間
の装置はブリッジ動作用に接続された比較的高いインピーダンス入力を有する。このよう
なシステムの一例は、１９９４年８月８日に出願された“３状態ビデオ差動ドライバ”と
いう名称の米国特許出願番号０８／２９４，１４６においてホワイト（Ｗｈｉｔｅ）氏他
により開示されている。
【０００４】
提案された標準のビデオ母線受信機部分の重要なパラメータは、（ｉ）入力インピーダン
ス、電源オンまたはオフで直流から４ＭＨｚまで３ｋオーム、各ラインから５．０ボルト
±０．５ボルトの電位まで１．５ｋオーム±未定置、（ ii）共通モード電圧６．０ボルト
、（ iii)共通モードの範囲、未定であるが、±２ボルト位であると思われる、そして（ iv
）周波数４ＭＨｚで共通モード阻止率（ＣＭＲＲ）は少なくとも３５ｄＢ。
【０００５】
これらの要件を満たすために、従来の技術を使用すること、例えば、予備電源または精密
減衰回路網を備える（電源停止状態で、望まれる母線分離を行なうため）、帰還制御され
る演算増幅器を選択して、利得および共通モードの要件を満たし且つシングルエンデッド
から差動への変換を行うこと、を考えるかも知れない。しかしながら、ビデオ母線受信機
に対する総合的要件を満たすために、このような従来の技術を組み合わせると、総合的な
母線受信機の設計は、ＶＣＲ（ビデオテープレコーダ）やテレビジョン受像機のような量
産される消費者用製品に使用する場合、非常に高価になり且つ複雑になり過ぎる。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
予備電源、精密回路網、あるいは帰還制御される演算増幅器を使用する必要のない、簡略
化されたビデオ母線受信機の必要が存在する。本発明はこのような必要を満たすことに向
けられている。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明によるビデオ母線受信機は、一定値の相互コンダクタンスを有し、供給される第１
と第２の差動ビデオ入力信号の差に比例するビデオ出力信号電流を発生する、差動相互コ
ンダクタンス増幅器を含んでいる。１対のバッファ増幅器により、ビデオ入力信号は、電
源停止状態で母線を分離するそれぞれのダイオード・スイッチを介して、差動相互コンダ
クタンス増幅器のそれぞれの入力に結合される。出力回路により、差動相互コンダクタン
ス増幅器の出力電圧はほぼ一定の電圧に調整され、出力信号電流は出力信号電圧に変換さ
れる。
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特許請求の範囲に記載された事項と実施例との対応関係を、図面で使われている参照符号
で示すと次の通りである。
（請求項１）　差動－シングルエンデッド・ビデオ母線受信装置であって、定電流源（４
０）に結合され、出力（３５）を備え、相互コンダクタンス（ｇｍ）と供給される第１（
Ｓ１）と第２（Ｓ２）のビデオ入力信号の差に比例するビデオ出力信号（Ｓ３）電流を供
給する相互コンダクタンス増幅器（３０）と、前記ビデオ入力信号（Ｓ１、Ｓ２）をそれ
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ぞれのダイオード・スイッチ（ＣＲ１、ＣＲ２）を介して前記相互コンダクタンス増幅器
（３０）のそれぞれの入力（３１、３２）に結合させる１対のバッファ増幅器（１０、２
０）と、
前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力をほぼ一定の電圧に調整し且つ前記出力信号電
流を出力信号電圧に変換する出力回路（５０）とを含んでいる、前記受信装置。
（請求項２）　前記母線受信装置が電源端子（３）を含み、
前記ダイオード・スイッチ（ＣＲ１、ＣＲ２）は、電源が前記電源端子に供給された時に
前記差動ビデオ信号（Ｓ１、Ｓ２）のために閉路を提供し、そうでない時は開路を提供す
るようにバイアスされる、請求項１に記載の装置。
（請求項３）　前記出力回路（５０）はベース接地増幅器を含み、該ベース接地増幅器は
、前記ビデオ出力信号（Ｓ３）電流を受け取るために前記相互コンダクタンス増幅器の前
記出力に結合され且つ零入力動作電流源にも結合される入力を備えると共に、前記ビデオ
出力信号電圧を発生するために負荷に結合される出力を備えている、請求項１に記載の装
置。
（請求項４）　前記バッファ増幅器（１０、２０）の各々は、前記ビデオ入力信号のうち
の１つが供給されるベースと、接地されたコレクタと、前記ダイオード・スイッチのうち
の１つおよび負荷抵抗を介して供給電圧源に結合されるエミッタを有するＰＮＰトランジ
スタ（Ｑ１、Ｑ２）を含んでいる、請求項１に記載の装置。
（請求項５）　前記相互コンダクタンス増幅器（３０）は、それぞれのベース電極が前記
第１（Ｓ１）と第２（Ｓ２）の差動ビデオ入力信号を受け取るように結合され、それぞれ
のエミッタ電極がそれぞれのエミッタ電流を受け取るように結合され且つ相互コンダクタ
ンス制御抵抗（Ｒ８）を介して互いに結合されている第１（Ｑ３）および第２（Ｑ４）の
トランジスタを備え、該第１のトランジスタ（Ｑ３）のコレクタは供給電圧源（＋１２Ｖ
ＯＬＴＳ）に結合され、該第２のトランジスタのコレクタは前記相互コンダクタンス増幅
器（３０）の出力端子（３５）に結合されている、請求項１に記載の装置。
（請求項６）　前記相互コンダクタンス増幅器（３０）は、前記差動ビデオ入力信号（Ｓ
１、Ｓ２）がベース電極に供給される第１（Ｑ３）および第２（Ｑ４）のトランジスタの
エミッタ電極間に並列に結合される相互コンダクタンス制御抵抗（Ｒ８）と相互コンダク
タンス・ピーキング・コンデンサ（Ｃ１）を備え、前記各トランジスタのコレクタ電極は
それぞれのほぼ等しい一定の電圧を受け取るように結合されている、請求項１に記載の装
置。
（請求項７）　定電流源（４０）に結合され、それぞれ（Ｓ１、Ｓ２）の差動入力信号を
受け取る第１（３１）および第２（３２）の入力を備え、且つ前記差動入力信号の差に比
例すると共に相互コンダクタンス増幅器（３０）内の相互コンダクタンス制御抵抗（Ｒ８
）の値に反比例する出力電流（Ｓ３）を発生する出力（３５）を備えている前記相互コン
ダクタンス増幅器（３０）と、
前記第１（Ｓ１）および第２（Ｓ２）の差動入力信号をそれぞれ前記相互コンダクタンス
増幅器（３０）のそれぞれの入力（３１、３２）に結合させる１対のバッファ増幅器であ
って、各バッファ増幅器は、関連する入力バッファ・トランジスタのＶ ber 特性の最大値
を超える拡張された正の入力電圧範囲が得られるように結合されたダイオード（ＣＲ１、
ＣＲ２）を含んでいる前記１対のバッファ増幅器（１０、２０）と、
前記相互コンダクタンス増幅器（３０）の前記出力（３５）に結合され、該相互コンダク
タンス増幅器（３０）の出力電圧をほぼ一定値に調整すると共に、負荷抵抗（Ｒ１５）を
含み、前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力電流（Ｓ３）を該出力電流に比例する出
力電圧に変換するための出力回路（５０）とから成る、差動－シングルエンデッド・ビデ
オ母線受信装置。
（請求項８）　前記出力回路は、前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力電流および供
給される零入力電流を受け取るように結合された入力を備え、且つ負荷抵抗を介して基準
電位源（３）に結合されて前記ビデオ出力信号電圧を発生する出力を備えるベース接地増
幅器（Ｑ７）を含んでいる、請求項７に記載の装置。



【０００８】
【発明の実施の形態】
図１のビデオ母線受信機は差動相互コンダクタンス増幅器３０を含んでおり、該増幅器は
、それぞれの差動ビデオ入力信号を受信するための第１と第２の入力（３１と３２）を備
え、一定値の相互コンダクタンス（例えば、図に示す構成要素の値に対し、約１３００マ
イクロモー）を有し、そしてシングルエンデツド・ビデオ出力信号電流を供給するための
出力３５を備えている。
【０００９】
第１と第２の差動ビデオ入力信号Ｓ１とＳ２（それぞれ入力１と入力２に供給される）を
、それぞれのダイオード・スイッチＣＲ１とＣＲ２を介して、差動相互コンダクタンス増
幅器３０の入力３１と入力３２にそれぞれ結合させるために、１対のバッファ増幅器１０
と２０が備えられている。
【００１０】
あとで詳細に説明するように、ダイオード・スイッチＣＲ１とＣＲ２は２つの機能を実行
する：（１）電源（＋１２ボルト）母線に供給されている時に差動入力信号Ｓ１とＳ２を
増幅器３０の入力３１と３２に結合させ、（２）そうでない時にはこれらの入力信号を減
結合させる。有利なことに、これによって、電源停止状態で母線受信機の正の入力信号電
圧の範囲は、バッファ増幅器１０と２０で使用されるトランジスタ（Ｑ１とＱ２）のＶ be
r 特性を超えて拡張される。
【００１１】
出力回路（図１の５０、図２の７０）は２つの機能を実行する：（１）差動相互コンダク
タンス増幅器の出力電圧をほぼ一定の電圧に調整し、（２）前記出力電流を出力電圧に変
換する。この目的のために、あとで詳細に説明するように、この出力回路は、増幅器３０
の相互コンダクタンスｇｍの逆数よりも所定の量だけ大きい抵抗値を有する負荷抵抗（Ｒ
１５）を含んでいる。
【００１２】
図１および図２のビデオ母線受信機は、バッファ済みビデオ出力信号を供給するビデオ出
力信号バッファ増幅器６０（オプション）を含み、且つ等しい値の動作電流Ｉ１とＩ２を
差動相互コンダクタンス増幅器３０に供給するのに適する、例示的な二重出力定電流源４
０を含んでいる。
【００１３】
更に詳細に述べると、差動相互コンダクタンス増幅器３０は１対のＮＰＮトランジスタＱ
３とＱ４を含み、差動ビデオ信号Ｓ１とＳ２は、それぞれのベース入力抵抗Ｒ３とＲ６を
介して、バッファ増幅器１０と２０からトランジスタＱ３とＱ４に供給される。抵抗Ｒ３
およびＲ６の機能は、入力の過渡現象を制限すると共に、Ｈ r e効果（例えば、“Ｈ”パラ
メーター・エミッタ／ベース間逆電流帰還）を減衰させることであり、これによって、バ
ッファ増幅器の高周波の安定性が高められる。
【００１４】
トランジスタＱ３とＱ４のエミッタはそれぞれの電流入力端子３３と３４に接続され、定
電流源４０から供給されるそれぞれ等しい値の定電流を受け取る。また、これらのエミッ
タは、増幅器３０の相互コンダクタンスを決定する相互コンダクタンス制御抵抗Ｒ８を介
して結合される。図に示すＲ８の特定の値（７５０Ω）に対し、相互コンダクタンス（ｇ
ｍ）は、シングルエンデツドで約１３３４マイクロモーに等しい。入力信号は差動信号な
ので、総合利得を計算するために、相互コンダクタンスは２倍（２６６８マイクロモー）
にされ、または利得計算に６ｄＢを加えれば、シングルエンデツドの値が使用できる。し
かしながら、母線受信機の総合利得の計算は、あとで述べるようにバッファ増幅器の損失
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（請求項９）　前記出力回路は、前記相互コンダクタンス増幅器の前記出力信号電流およ
び供給される零入力バイアス電流を受け取るように結合された入力を備え且つ負荷抵抗を
介して基準電位点に結合された出力を備える電流ミラー増幅器を含んでいる、請求項７に
記載の装置。



を含めるために変更しなければならない。
【００１５】
増幅器３０の相互コンダクタンスに影響を及ぼすもう１つの要素は、相互コンダクタンス
制御抵抗Ｒ８と並列に接続されたコンデンサＣ１により与えられる。このコンデンサによ
り、より高い周波数において相互コンダクタンスの増加すなわち“相互コンダクタンスの
ピーキング”が得られる。図に示す回路要素の特定の値に対し、時定数は約９ナノセカン
ドに等しく、このため、約１７ＭＨｚの周波数において相互コンダクタンスが増加し始め
る。この増加は、もし利用されるなら、総合的周波数レスポンスを低下させる傾向のある
、母線受信機トランジスタおよび漂遊容量のアルファ・ロールオフ（ａｌｐｈａ－ｒｏｌ
ｌｏｆｆ）のような、帯域幅劣化作用を補償するのに役立つ。母線受信機全体の高周波レ
スポンスを改善することに加えて、“ｇｍ”制御抵抗Ｒ８と並列にコンデンサを含めるこ
とにより、共通モード阻止全域がより高い周波数にまで望ましく拡張される。
【００１６】
ドランジスタＱ３のコレクタは電源端子３に接続されて、一定の電源電圧（例えば、図に
示すように＋１２ボルト）を受け取り、トランジスタＱ４のコレクタは、図１の例におけ
るベース接地増幅器５０および図２の例における電流ミラー増幅器７０の機能の１つであ
る、コレクタ電圧調整器に接続される。差動相互コンダクタンス増幅器の出力電圧を一定
の値に調整することに加えて、ベース接地増幅器５０（または電流ミラー増幅器７０）は
電流／電圧変換器の機能を実行し、相互コンダクタンス増幅器３０から出力ビデオ信号電
圧を得る。
【００１７】
更に詳細に述べると、ベース接地増幅器５０は、電源端子３から接地に至る直列に結合さ
れて分圧器を形成する抵抗Ｒ１７とＲ１８を含んでいる。図に例示する値に対し、この分
圧器は１２ボルトの電源から約１０．３ボルトの出力電圧を発生する。この電圧は、抵抗
Ｒ１７と並列に結合されたコンデンサＣ３により濾波され、抵抗Ｒ１６を介して、ベース
接地接続ＰＮＰトランジスタＱ７のベースに供給される。トランジスタＱ７のＶ b eを公称
６００キロボルトと仮定すると、トランジスタＱ７のエミッタ電圧（相互コンダクタンス
増幅器トランジスタＱ４のコレクタ電圧）は約１０．９ボルトに調整される。この電圧は
調整され、変動しないので、エミッタの負荷抵抗を通る電流は約４ミリアンペア（図に示
された値に対し）の定電流となり、従って、ベース接地増幅器トランジスタＱ７のコレク
タ電流は、４ミリアンペアから差動相互コンダクタンス増幅器３０の出力電流を引いたも
のとなる。差動相互コンダクタンス増幅器の零入力電流は約２ｍＡなので、トランジスタ
Ｑ７の負荷抵抗Ｒ１５で発生される零入力電力電圧は、図に例示する値に対し、約１．８
ボルトである。
【００１８】
母線受信機全体で発生される差動電圧利得は、増幅器３０の相互コンダクタンス×負荷抵
抗Ｒ１５の値－入力バッファ増幅器（１０および２０）の損失に等しい。負荷抵抗Ｒ１５
を相互コンダクタンス制御抵抗Ｒ８よりも少し大きくすることにより、入力バッファ増幅
器の損失は効果的に打ち消され、この回路全体について正味差動利得０ｄＢをもたらす。
【００１９】
バッファ増幅器１０はエミッタホロワ接続ＰＮＰトランジスタＱ１を含み、Ｑ１をコレク
タが接地され、ベースは保護トランジスタを介して入力１に結合され、エミッタは、スイ
ッチとして働くダイオードＣＲ１の陰極に結合される。ＣＲ１の陽極は、増幅器３０の入
力端子３１に直接結合されると共に、エミッタ負荷抵抗Ｒ２を介して正の電源端子３に結
合される。バッファ増幅器２０の抵抗Ｒ４とＲ５、ダイオードＣＲ２、およびＰＮＰトラ
ンジスタＱ２は、バッファ増幅器１０に対応する回路要素として接続されている。
【００２０】
バッファ増幅器１０および２０はいくつかの機能を実行し、これには以下のものが含まれ
る：（１）母線受信機のために比較的高い入力インピーダンスを提供して、ビデオライン
のブリッジを容易にする；（２）差動段のために比較的低い、平衡ソース・インピーダン
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スを提供して、共通モード阻止を高める；（３）ＰＮＰ構成により、共通モードの入力電
圧範囲を大地レベルにまで拡張するのが容易となる。しかしながら、この最後にあげた特
徴により、入力バッファ・トランジスタは、Ｖ ber 特性に関して電位の問題に直面する。
【００２１】
Ｖ ber 問題の根拠は、従来の小信号、高周波トランジスタは、約６ボルト位のベース／エ
ミッタ間ダイオード逆破壊電圧（Ｖ ber ）を有することである。バッファ増幅器の要件の
うちに、電源停止状態の下でビデオ母線に負荷をかけないことが含まれており、またビデ
オ母線共通モード電圧は５ボルト±２ボルトであることを思い起こされたい。もし、電源
停止状態の下でトランジスタＱ１とＱ２を減結合させるために、ＣＲ１とＣＲ２が備えら
れていなければ、最大共通モードレベルで７ボルトのビデオ母線信号は５ボルトのＶ ber 
を容易に超えて、ビデオ母線に負荷がかかることになる。勿論これは、ビデオ母線受信機
の電源停止状態の下で母線が負荷されてはならないという要件に正に反する。
【００２２】
電源停止状態の間ダイオード・スイッチＣＲ１とＣＲ２を使用してバッファ増幅器の接続
を切ることにより、電源がオフの時に、端子１と端子２に接続されたビデオ母線に負荷が
かかるのは防止されるが、通常動作の間に信号の損失をいくらか生じる。この損失が生じ
るのは、バイアスがオンになると、ダイオードはかなりの“オン”抵抗を示し、エミッタ
抵抗Ｒ２およびＲ５と直列になり、分圧器また減衰器の作用が生じるからである。一般に
、ダイオードと抵抗による減衰は比較的小さい。しかしながら、利得を正確を決定するた
めに、相互コンダクタンス“ｇｍ”制御抵抗Ｒ８と出力信号負荷抵抗Ｒ１５の値を、Ｒ１
５がＲ８よりも少し大きくなるようにスケーリングして、この信号の損失が補正される。
図に例示する値の場合、抵抗Ｒ１５は抵抗Ｒ８の約１．２倍である。これによって、スイ
ッチ（ＣＲ１とＣＲ２）の損失および他のすべての総合的な母線受信機の損失を補償する
のに十分な超過利得（約１．６ｄＢ）が得られる。
【００２３】
二重出力（ｄｕａｌ　ｏｕｔｐｕｔ）定電流源４０は、電源端子３と接地間に直列に接続
され分圧器を形成する抵抗Ｒ１３とＲ１４を含んでいる。このようにして発生される電圧
（図に示す要素の値の場合１．６７ボルト）は、コンデンサＣ２により平滑化され、それ
ぞれの保護抵抗Ｒ１１とＲ１２を介して、電流源トランジスタＱ５とＱ６のそれぞれのベ
ース電極に結合される。トランジスタＱ５とＱ６のエミッタはそれぞれの抵抗Ｒ９とＲ１
０を介して接地される。図に示す要素の値の場合、分圧器Ｒ１３－Ｒ１４によりベース電
極に１．６７ボルトが供給され、Ｖ b eが６００ミリボルトであると仮定すると、エミッタ
抵抗Ｒ９とＲ１０に生じるエミッタ電圧は約１．０７ボルトになる。従って、各抵抗は約
２ｍＡの定電流を伝導し、この電流量は差動相互コンダクタンス増幅器３０に供給される
。
【００２４】
抵抗Ｒ１５に発生するビデオ出力信号電圧は出力端子４に印加され、比較的高い入力イン
ピーダンス（例えば、抵抗Ｒ１５の値よりも相当に大きい）の外部装置に加えられる。入
力インピーダンスのより低い負荷に対しては、抵抗Ｒ１５からの出力信号は、バッファ増
幅器６０を介して、出力端子５に結合される。増幅器６０は、本例では、エミッタホロワ
ＰＮＰトランジスタＱ８を含み、Ｑ８のコレクタは接地され、ベースはＲ１５に結合され
、エミッタは出力端子５に直接結合されると共にエミッタ抵抗Ｒ１９を介して接地される
。動作中、このエミッタホロワ・トランジスタはほぼ１の電圧利得を呈し、外部負荷を駆
動するために出力インピーダンスを減少させる。
【００２５】
図１の例で、ベース接地増幅器５０は、いくつかの点で“電流ミラー増幅器”として機能
し、信号電流を反射してトランジスタＱ４のコレクタから負荷抵抗Ｒ１５を通って大地に
戻す。これに代わる方法として、図２に示すように、電流ミラー増幅器とバイアス電流源
を使用する。図２で、トランジスタＱ４のコレクタ（差動相互コンダクタンス増幅器３０
の出力）は、ダイオードＣＲ３の陰極と、ＰＮＰトランジスタＱ７のベースに結合され、
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Ｑ７のコレクタは、前の例と同様に、負荷抵抗Ｒ１５を介して接地される。トランジスタ
Ｑ７のエミッタとダイオードＣＲ３の陽極はいずれも正の電源端子に結合され、従って、
ＰＮＰ型の電流ミラー増幅器を形成する。共通モードの出力電流を負荷抵抗Ｒ１５に供給
するために、ミラー増幅器７０の入力（すなわち、ＣＲ３）は抵抗Ｒ２０を介して接地さ
れる。図に示す値の電源電圧および抵抗の場合、抵抗Ｒ２０はミラー増幅器に約２ｍＡを
供給し、ミラー増幅器は負荷抵抗Ｒ１５に、２ｍＡに増幅器３０の差動出力電流を加えた
ものに等しい出力電流を供給する。
【００２６】
電流ミラー増幅器７０の動作をベース接地増幅器５０と比較して考察すると、両回路は、
大地電位と関連して負荷抵抗Ｒ１５に電圧を発生することが注目される。これは、電源電
圧が出力信号に影響されるのを避けるのに望ましく、従って、電源阻止が十分に維持され
る。電流ミラー増幅器７０の電流利得が１であるならば、総合利得は、ベース接地増幅器
を使用する前例におけるのと同じになる。更に詳細に言うと、図２の例の総合電圧利得は
、増幅器３０の相互コンダクタンス×ミラー増幅器７０の電流利得＋６ｄＢ－入力バッフ
ァ増幅器１０および２０の損失となる。この利得計算が図１の計算と異なるのは、ミラー
増幅器７０の電流利得の項が含まれていることだけである。この項は、図１の計算では、
ベース接地増幅器の電流利得が１なので現れない。
【００２７】
母線受信機に使用する場合、増幅器５０のようなベース接地増幅器は、以下の２つの理由
で、電流ミラー増幅器（例えば増幅器７０）よりも好ましい。第１に、信号電流が変動す
るため、ダイオードＣＲ３に変動電圧が発生するので、差動相互コンダクタンス増幅器の
トランジスタＱ４はある程度のＭｉｌｌｅｒ効果を受ける。これとは対照的に、増幅器５
０のようなベース接地増幅器を使用すると、トランジスタＱ４のコレクタにおいて非常に
高度の電圧調整が得られるので、相互コンダクタンス増幅器３０に著しいＭｉｌｌｅｒ帰
還効果は及ぼされないであろう。
【００２８】
差動相互コンダクタンス増幅器３０の電圧／電流変換器として、電流ミラー増幅器よりむ
しろベース接地増幅器を使用する第２の利点は、ベース接地増幅器の利得は正確に知られ
ており、１に非常に近いということである。対照的に、電流ミラー増幅器の利得は、電流
ミラー増幅器が負帰還抵抗を備えていなければ、相対的な接合領域（ｊｕｎｃｔｉｏｎ　
ａｒｅａｓ）に依存するので、利得の計算が不安定になる。一方、もしエミッタ負帰還抵
抗を使用して電流ミラー増幅器の利得を安定化しようとすれば、その結果は、入力インピ
ーダンスの増加となり、そのため、Ｍｉｌｌｅｒ効果が悪化するという望ましくない結果
となり、高い周波数における総合周波数レスポンスが低下する。
【００２９】
【発明の効果】
非常に正確な信号利得制御、無条件の安定性、広範囲の共通モード入力電圧が得られ、予
備電源の必要が無くなり、電源停止状態の下で入力母線に負荷をかけない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施するビデオ差動母線受信機の詳細図である。
【図２】図１のビデオ差動母線受信機の変更型を示す。
【符号の説明】
１　　入力
２　　入力
３　　電源端子
４　　出力端子
５　　出力端子
１０　　バッファ増幅器
２０　　バッファ増幅器
３０　　差動相互コンダクタンス増幅器
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３１　　入力
３２　　入力
３３　　電流入力端子
３４　　電流入力端子
４０　　二重出力定電流源
５０　　ベース共通増幅器
６０　　バッファ増幅器
７０　　電流ミラー増幅器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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